
中2国語｜古文の現代語訳 問題

A 基礎 春の朝
練習 全8問 目安15分

短い文で、古語・否定・つながりを訳す練習をします。

字数指定のない答えは、必要な内容を簡潔に書きましょう。選択問題は指定された記号を○で囲みます。

本文 教材用作例 春の朝

① 春の朝、童、庭に出でて、花を見る。風はいと静かなり。小さき鳥、枝にゐたり。

② 母、「けふは雨降らず」と言ふ。童、空を仰ぎて、「雲もなし」と答ふ。

③ しばらく花を見けれども、風寒ければ、家に帰りぬ。母、戸を閉ぢて、火をおこし
けり。

注 童（わらわ）＝子ども。いと＝程度が大きいことを表す。ゐる＝そこにいる。

注 けふ＝今日。仰ぐ＝上を見上げる。ここでの「ければ」は理由を表す。

注 「帰りぬ」の「ぬ」は完了。「おこしけり」の「けり」は過去の出来事を述べる。

原文は歴史的仮名遣いを基本に示しています。

問1 ①の「庭に出でて、花を見る」の現代語訳を一つ選び、記号を○で囲みなさい。

ア 庭にいでて、花を見る。 イ 庭から出て、花を捨てる。
ウ 庭に出て、花を見る。 エ 庭に出て、花を見なさい。

問2 ①の「風はいと静かなり」を現代語に訳しなさい。

問3 ①の「小さき鳥、枝にゐたり」を現代語に訳しなさい。

問4 ②の「けふは雨降らず」を現代語に
訳しなさい。

問5 ②の「雲もなし」を現代語に訳しな
さい。

すたぺんドリル 問題 1



中2国語｜古文の現代語訳 問題

A 基礎 春の朝 続き
練習 全8問 目安15分 本文・注：問題1ページから

問6 ③の「しばらく花を見けれども」を、「〜けれども」で終わる現代語に訳しなさい。

問7 ③の「風寒ければ、家に帰りぬ」を、帰った人物が分かるように現代語に訳しなさ
い。

問8 ③の「母、戸を閉ぢて、火をおこしけり」を現代語に訳しなさい。

すたぺんドリル 問題 2



中2国語｜古文の現代語訳 問題

B 標準 かわいらしいもの
練習 全8問 目安20分

子どものしぐさや、小さな物への感じ方を訳します。

本文 枕草子 うつくしきもの

① あまにそぎたる児の目に髪のおほひたるを掻きはやらで、うちかたぶきて物など見
るいとうつくし。

② ひひなの調度。はちすのうき葉のいとちひさきを池よりとりあげて見る。葵のちひ
さきもいとうつくし。なにもなにもちひさき物はいとうつくし。

③ 八つ九つ十ばかりなるをのこの、声幼げにて文よみたるいとうつくし。

注 同じ「うつくしきもの」の段から三箇所を抜粋した。各段落の間は省略している。

注 あまにそぐ＝尼のように、肩の辺りで髪を切りそろえる。児（ちご）＝子ども。

注 掻きはやる＝かきのける。うちかたぶく＝首や顔を少し傾ける。

注 ひひな＝人形。調度＝道具。はちす＝蓮。うき葉＝水面に浮かぶ葉。葵＝植物の名。

注 「八つ九つ十」は年齢（数え年）を表す。をのこ＝男の子。文（ふみ）＝ここでは漢文の書物。

注 原文の漢字・仮名・句読点は、教科書によって異なる場合があります。

原文は歴史的仮名遣いを基本に示しています。

問1 ①〜③に繰り返される「うつくし」の意味として、本文に合うものを一つ選び、記号
を○で囲みなさい。

ア 豪華で立派だ イ かわいらしい
ウ きれいに片付いている エ めったにない

問2 ①の「児の目に髪のおほひたるを」を現代語に訳しなさい。

問3 ①の「掻きはやらで」を現代語に訳しなさい。

すたぺんドリル 問題 3



中2国語｜古文の現代語訳 問題

B 標準 かわいらしいもの 続き
練習 全8問 目安20分 本文・注：問題3ページから

問4 ①の「うちかたぶきて物など見るいとうつくし」を現代語に訳しなさい。

問5 ②の「はちすのうき葉のいとちひさきを池よりとりあげて見る」を現代語に訳しなさ
い。

問6 ②の「なにもなにもちひさき物はいとうつくし」を現代語に訳しなさい。

問7 ③の「八つ九つ十ばかりなるをのこ」を現代語に訳しなさい。

問8 ③の「声幼げにて文よみたるいとうつくし」を「幼い声で手紙を書いているのがとて
もかわいらしい」と訳した人がいます。誤りを直して、一文の現代語訳を書きなさい。

すたぺんドリル 問題 4



中2国語｜古文の現代語訳 問題

C 応用 竹の中の小さな人
練習 全8問 目安25分

出来事の順を追い、主語や対象を補って自然に訳します。

本文 竹取物語 竹の中の小さな人

① 今は昔竹取の翁といふものありけり。野山にまじりて、竹をとりつつ、万の事につ
かひけり。

② その竹の中に、本光る竹ひとすぢありけり。怪しがりて寄りて見るに、筒の中ひか
りたり。それを見れば、三寸ばかりなる人いと美しうて居たり。

③ 手にうち入れて家にもてきぬ。妻の嫗にあづけて養はす。

注 ①と②の間で翁の名前を説明する部分、②と③の間で翁の発言を省略した。

注 翁（おきな）＝年をとった男。野山にまじる＝野山に分け入る。万の事＝さまざまなこと。

注 本（もと）＝根元。ひとすぢ＝ここでは一本。怪しがる＝不思議に思う。

注 三寸＝約九センチメートル。美し＝ここではかわいらしい。居たり＝座っている。

注 もてきぬ＝持って来た。嫗（おうな）＝年をとった女。ここでは翁の妻。

注 養はす＝育てさせる。「す」は、ほかの人に動作をさせる意味。

注 原文の漢字・仮名・句読点は、教科書によって異なる場合があります。

原文は歴史的仮名遣いを基本に示しています。

問1 ①の「今は昔竹取の翁といふものありけり」を現代語に訳しなさい。

問2 ①の「野山にまじりて、竹をとりつつ」を、動作の続き方が分かるように現代語に訳
しなさい。
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中2国語｜古文の現代語訳 問題

C 応用 竹の中の小さな人 続き
練習 全8問 目安25分 本文・注：問題5ページから

問3 ②の「その竹の中に、本光る竹ひとすぢありけり」を現代語に訳しなさい。

問4 ②の「怪しがりて寄りて見るに」を、見ている人物が分かるように現代語に訳しなさ
い。

問5 ②の「筒の中ひかりたり」を現代語に訳しなさい。

すたぺんドリル 問題 6



中2国語｜古文の現代語訳 問題

C 応用 竹の中の小さな人 続き
練習 全8問 目安25分 本文・注：問題5ページから

問6 ②の「三寸ばかりなる人いと美しうて居たり」を現代語に訳しなさい。

問7 ③の「手にうち入れて家にもてきぬ」を、だれが何を運んだか分かるように現代語に
訳しなさい。

問8 ③の「妻の嫗にあづけて養はす」を、だれがだれに何をさせるか分かるように現代語
に訳しなさい。

すたぺんドリル 問題 7



中2国語｜古文の現代語訳 問題

D 確認テスト 仁和寺にある法師
確認テスト 全8問 目安30分 100点

語句・否定・つながりを保った訳を、100点で確認する。

本文 徒然草 仁和寺にある法師

① 仁和寺にある法師、年よるまで石清水ををがまざりければ、心うくおぼえて、ある
時思ひたちて、ただ一人かちよりまうでけり。極楽寺高良などを拝みて、かばかりと心
得てかへりにけり。

② さて傍の人に逢ひて、「年ごろ思ひつる事はたし侍りぬ。聞きしにもすぎてたふと
くこそおはしけれ。そも参りたる人ごとに山へのぼりしは、何事かありけむ、ゆかしか
りしかど、神へまゐるこそほいなれと思ひて、山までは見ず」とぞいひける。

③ すこしの事にも、先達はあらまほしきことなり。

注 仁和寺（にんなじ）＝京都の寺。法師（ほうし）＝僧。石清水（いはしみづ／現代の読み：いわしみず）＝
石清水八幡宮。

注 極楽寺・高良（こうら）＝山のふもとにあった寺と神社。石清水八幡宮の本社は山上にある。

注 心うし＝残念だ。かちより＝歩いて。かばかり＝これだけ。心得る＝ここでは思い込む。

注 傍（かたへ）の人＝近くの人。年ごろ＝長年。はたし侍りぬ＝果たしました。たふとし＝尊い。

注 ゆかし＝知りたい。ほい＝本来の目的。先達（せんだつ）＝案内・指導をする経験者。あらまほし＝あって
ほしい。

注 原文の漢字・仮名・句読点は、教科書によって異なる場合があります。

原文は歴史的仮名遣いを基本に示しています。

問1 〔10点〕 ①の「年よるまで石清水ををがまざりければ」を現代語に訳しなさい。

問2 〔10点〕 ①の「ただ一人かちよりまうでけり」を現代語に訳しなさい。

すたぺんドリル 問題 8



中2国語｜古文の現代語訳 問題

D 確認テスト 仁和寺にある法師 続き
確認テスト 全8問 目安30分 100点 本文・注：問題8ページから

問3 〔10点〕 ①の「かばかりと心得てかへりにけり」を、何を思い込んだか補って現代
語に訳しなさい。

問4 〔10点〕 ②の「年ごろ思ひつる事はたし侍りぬ」を現代語に訳しなさい。

問5 〔15点〕 ②の「聞きしにもすぎてたふとくこそおはしけれ」を現代語に訳しなさ
い。

すたぺんドリル 問題 9



中2国語｜古文の現代語訳 問題

D 確認テスト 仁和寺にある法師 続き
確認テスト 全8問 目安30分 100点 本文・注：問題8ページから

問6 〔15点〕 ②の「参りたる人ごとに山へのぼりしは、何事かありけむ」を、登った人
が分かるように現代語に訳しなさい。

問7 〔15点〕 ②の「ゆかしかりしかど、神へまゐるこそほいなれと思ひて、山までは見
ず」を現代語に訳しなさい。

問8 〔15点〕 ③の「すこしの事にも、先達はあらまほしきことなり」を現代語に訳しな
さい。

得点 ／100点 解き直した日 月 日

すたぺんドリル 問題 10


